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0

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
挑
戦

し
た
。

占
村
氏
は
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
の

水
戦
略
が
隣
国
か
ら
の
水
代
の

値
上
げ
要
請
以
降
、
わ
ず
か
４

年
て
大
き
な
成
果
を
結
び
、
す

て
に
年
商
３
０
０
０
億
円
の
外

負
を
稼
ぐ
水
企
業
を
擁
し
て
い

る
こ
と
を
紹
介
。
ド
イ
ツ
で
は

連
邦
環
境
省
を
中
心
に
国
際
社

会
に
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
を
図

っ
て
い
る
こ
と
、
韓
国
で
は
水

産
業
育
成
法
を
制
定
し
、
世
界

て
活
躍
す
る
水
産
業
の
育
成
を

図

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹

介
。
わ
が
国
は
個
別
技
術
は
世

界
的
水
準
だ
が
、
そ
れ
を
世
界

の
水
事
業
や
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
役

立
て
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
述
べ
、
自
民
党
の

「水
安

全
保
障
特
命
委
員
会
」
の
活
動

や
わ
が
国
水
道
界
の
体
質
改
善

を
図
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

―
―
―
―
◇
♪
く
◇
，
く
◇
―
―
―
―

日 本  水
フ ォー ラム

水
ビ
ジ
ネ

ス

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
１１
月
２７
日
、

東
京

・
平
河
町
の
都
市
セ
ン
タ

ー
ホ
テ
ル
で
世
界
の
水
戦
略
、

水
ビ
ジ
ネ
ス
を
テ
ー
マ
に
講
演

会
と
意
見
交
換
を
行

っ
た
。
講

師
に
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
公
共
事
業

庁
（Ｐ
Ｕ
Ｂ
）
国
際
水
週
間
ゼ
ネ

ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
マ
イ
ケ

で
講
演
会

ル
・ト
ー
氏
を
招
き
「
シ
ン
ガ
ボ

ー
ル
の
水
戦
路
と
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
国
際
水
週
間
」
に
つ
い
て
最

新
事
情
を
聴
い
た
。
，次
い
に
レ

ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ャ
パ

ン
代
表
の
吉
村
和
就
氏
か
ら

灰

膨

降

隆

隈

層

膠

の
課
題
と
展
望
」
を
テ
ー
マ
に

世
界
の
動
向
、
わ
が
国
の
課
題

な
ど
を
聴
い
た
。
会
場
に
は
金

接
し
た
た
め
、
下
水
や
海
水
を

使

っ
た
飲
料
水
の
確
保
や
水
源

地
づ
く
り
な
ど
国
の
生
存
を
か

け
た
水
戦
略
と
現
在
ま
で
の
成

果
を
報
告
。
世
界
に
雄
飛
す
る

水
産
業
の
育
成
や
国
を
挙
げ
て

世
界
の
水
の
ハ
ブ

（
中
心
地
）

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
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菊

膝
含
有
成
分
で
植
物
活
性
化

理
学
州
凝
集
性
能
に
も
手
応
え

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ボ
リ
シ
リ
カ
鉄
凝
集
剤
普
及
協
会

（
磯
村
欽
工
会
長
）
は
Ｈ
月
２５
日
、
長
浜
市
の
長
浜
水
道
企
業
団
下
坂
浜
浄
水

場
て

「
Ｐ
Ｓ
Ｉ
実
証
施
設
見
学
ツ
ア
ー
」
を
開
く
と
と
も
に
、
２６
日
に
は
名
古
屋
市
て

「第
５
回
Ｐ
Ｓ
Ｉ
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
。
見
学
ツ
ア
ー
て
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
単
独
処
理
も
行
う
現
場
の
視
察
に
定
員
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま

っ
た
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
て
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
凝
集
剤
と
し
て
の
効
果
の
み
な
ら
ず
、
発
生
上
の
農
林
水
産
業
の
振
興
効
果
、
国
際
貢
献
に
つ
な
が
る
素
材

と
し
て
の
有
用
性
に
注
目
が
集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
報
告
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

２５
日
の
Ｐ
Ｓ
Ｉ
実
証
施
設
見

学
ツ
ア
ー
に
は
、
定
員
を
超
え

る
８５
人
が
参
加
。
見
学
し
た
の

は
、
長
浜
水
道
企
業
団
の
下
坂

浜
浄
水
場
。
昭
和
３９
年
に
給
水

開
始
し
、
５３
年
に
は
改
造
工
事

も
完
了
。
琵
琶
湖
水
を
水
源
に

凝
集
沈
澱

・
急
速
ろ
過
を
行

っ

て
お
り
、
施
設
能
力
は
４
万
８

０
０
０
立
方
財
／
日
。
２
市
１

町
に
給
水
し
て
い
る
。

湖
岸
か
ら
沖
合
７
０
０
肝
、

水
深
約
４
済
地
点
て
取
水
し
て

お
り
、
擦
風
時
に
少
々
濁
度
が

上
が
る
ほ
か
は
、
原
水
水
質
は

安
定
し
て
い
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
琵
琶
湖
の
富
栄

養
化
と
と
も
に
夏
期
の
水
温
上

昇
時
に
藍
藻
類
が
急
発
生
す
る

よ
う
に
な
り
、

ｐ
Ｈ
も
上
昇
。

に
は
脱
臭
効
果
も
あ
り
発
生
土

の
藻
類
臭
も
な
く
な

っ
た
と
い

う
。
発
生
土
の
加
圧
浮
上
分
離

処
理
性
能
も
上
が
り
、
分
離
水

質
が
良
く
な
る
と
と
も
に
、
土

の
発
生
量
が
減
少
。
凝
集
・沈
降

性
も
良
い
た
め
、
沈
澱
池
ト
ラ

フ
て
き
れ
い
に
フ
ロ
ッ
ク
が
捕

集
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
視
察
て
知

っ
た
現
状

を
踏
ま
え
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
協
会
の
長

谷
川
孝
雄
理
事
を
座
長
に
海
老

江
邦
雄
北
見
工
業
大
学
名
誉
教

授
（見
学
ツ
ア
ー
団
長
）
、
東
義

洋
同
協
会
主
任
研
究
員
、
吉
村

和
就
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ

・

じ
る
降
０
％
ド
辰
伝
除
低
暦
惚
陛
隠

除
ほ
際
僚
席
停
脇
核
防
し
膨
胎

ン
。
「炭
酸
ガ
ス
注
入
に
よ
り

ｐ

Ｈ
を
低
減
し
た
場
合
の
影
響
は
」

と
の
質
問
に
対
し
て
は
、
「Ｐ
Ｓ

Ｉ
の
凝
集
へ
の
影
響
は
な
く
、

む
し
ろ
性
能
が
上
が
り
桂
入
量

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
発
有

上
も
低
減
て
き
る
」
と
回
答
。

「Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
注
入
管
理
に
つ

い
て
は
」
と
の
質
問
に
対
し
て

は
、
「ジ
ャ
ー
テ
ス
ト
て
注
入
率

を
判
断
、
設
定
し
、
濁
度

・
色

度
で
管
理
す
る
。
前
次
亜
へ
の

影
響
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｓ
ｌ
自

体
に
Ｕ
Ｖ
を
カ
ッ
ト
す
る
副
次

的
効
果
が
あ
る
の
で
考
慮
は
必

要
な
い
」
と
の
回
答
が
あ

っ
た
。

そ
の
際
の
残
留
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

濃
度
の
上
昇
が
課
題
と
な

っ
て

い
た
。

ｐ
Ｈ
の
低
減
策
を
検
討
す
る

上
て
、
硫
酸
注
入
法
は
住
民
説

明
の
観
点
か
ら
見
送
ら
れ
、
鉄

系
凝
集
剤
で
あ
る
Ｐ
Ｓ
ｌ
の
実

証
実
験
が
開
始
さ
れ
た
。
当
初

は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
と
Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
凝
集
の
実
験
を
行

っ

て
い
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
Ｐ

Ｓ
Ｉ
単
独
て
検
討
を
行

っ
て
い

る
。
現
在
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
を
３３
が

杉
／
Ｌ
、
前
次
亜
を
０

・
２

リミ

宅
／
Ｌ
投
入
し
て
浄
水
処
理
を

行

っ
て
い
る
。

同
浄
水
場
で
は
、
藻
類
に
よ

る
ろ
過
砂
の
目
話
ま
り
を
防
ぐ

た
め
、
通
常
よ
り
も
粒
径
が
大

き
い
１

・
０

リミ
の
砂
を
厚
め
に

敷
き
、
空
洗
の
効
率
を
高
め
て

い
る
。
ろ
過
速
度
は
１
０
０
～

１
２
０
済
／
日
。

と
こ
ろ
が
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
凝
集
に

切
り
替
え
た
と
こ
ろ
、
ろ
過
池

の
抵
抗
が
減
少
。
ま
た
Ｐ
Ｓ
Ｉ

♭
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新
た
な
活
用
策
に
焦
点

フ
‥
云
導
入
事
例
も
報
告

２６
日
に
は
、
名
古
屋
市
南
区

の
日
本
ガ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
て

「第
５
回
Ｐ
Ｓ
ｌ
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
。
中
部
地
区
初

の
開
催
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ

は

「Ｐ
。
Ｓ
　
愛

，
地
球
環
境

ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
　
～
末

・
食

料

・
資
源
問
題
と
Ｐ
Ｓ
Ｉ
～
」

て
、
水
道
事
業
体
職
員
や
会
員

ら
約
１
６
０
人
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
挨
拶
し
た
磯

村
会
長
は
、
「Ｐ
Ｓ
Ｉ
は
、
水
道

水
を
安
全
て
健
康
な
も
の
に
す

る
た
め
の
新
素
材
だ
と
考
え
て

い
る
。
発
生
土
も
活
用
て
き
る

等
の
利
点
も
あ
り
、
皆
さ
ま
に

置
か
れ
て
は
ぜ
ひ

一
度
導
入
の

６
検
討
を
」
と
採
用
を
訴
え
た
。

第
Ｉ
部
は
導
入
事
例
報
告

て
、
東
主
任
研
究
曇
、
〓
一次
伸

一

郎
タ
イ
キ
薬
品
工
業
営
業
部
チ

ー
フ
、
小
野
泰
宏
水
道
機
工
研

究
開
発
部
主
査
の
３
氏
が
各
地

の
浄
水
場
に
お
け
る
Ｐ
Ｓ
Ｉ
導

入
に
よ
る
現
状
を
紹
介
し
た
。

現
在
、
Ｐ
Ｓ
ｌ
は
全
国
７
カ

所
に
製
造
拠
点
が
あ
り
、
１６
カ

所
て
採
用
。
ま
た
、
Ｈ
力
所
て

実
証
実
験
が
終
了
し
、
６
カ
所

で
採
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

今
年
発
表
さ
れ
た

「第
３
世

代
Ｐ
Ｓ
Ｉ
」
は
、
モ
ル
比
を
変

え
る
こ
と
で
Ｆ

ｅ
濃
度
が
４
か

ら
６

ｗ
ｔ
％
と
な
り
、
使
用
量

を
３
分
の
２
に
減
ら
す
こ
と
が

て
き
コ
ス
ト
も
従
来
品
よ
り
低

減
て
き
る
と
い
う
。

報
告
て
は
、
発
生
ケ
ー
キ
が

減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
処
分
安

が
約
４
分
の
３
に
な

っ
た
事
例

や
、
濁
度

・
ヒ
素
除
去
事
例
、

浄
水
中
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
濃
度

低
減
事
例
等
が
紹
介
さ
れ
た
。

と
題
し
て
基
調

‘麟
隈
し
、
そ
の
後
、
伊
藤
豊
彰

東
北
大
学
大
学
院
准
教
授
が

「Ｐ
Ｓ
Ｉ
浄
水
発
生
土
の
ケ
イ

素
供
給
能
と
水
稲
生
育

へ
の
効

果
」
、
高
崎
み
つ
る
石
巻
専
修

大
学
教
授
が

「Ｐ
Ｓ
Ｉ
発
生
土

の
沿
岸
域
生
産
上
昇
効
果
の
可

能
性
」
と
題
し
て
特
別
議
演
。

吉
村
代
表
は
、

「過
去
５０
年

て
世
界
の
人
口
は
２
倍
に
な

っ

た
が
水
需
要
は
４
倍
に
な

っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
は
１０
倍
、
食
料
価
格
は
３

倍
に
な

っ
た
が
、
水
の
価
格
は

上
が

っ
て
い
な
い
」
と
紹
介
し
、

今
後
水
の
価
格
も
と
が
る
の
が

必
然
と
強
調
。

多
く
の
国
て
原
水
の
藻
類
や

栄
養
塩
類
が
増
加
し
て
お
り
、

国
際
的
に
も
Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
来
た
と
話
し
た
。

伊
藤
准
教
授
は
、

「
Ｐ
Ｓ
Ｉ

発
生
士
は
、
ケ
イ
素
や
鉄
、
有

機
物
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
」

と
紹
介
。
そ
の
上
て

「稲
は
ヶ

イ
素
を
非
常
に
好
み
、
吸
収
量

は
窒
素
の
十
倍
に
も
達
す
る
。

水
田
か
ら
は
年
々
ケ
イ
素
が
減

少
す
る
の
て
、
ケ
イ
酸
肥
料
の

効
用
は
大
き
い
。
し
か
し
な
が

ら
ケ
イ
酸
肥
料
は
価
格
上
昇
し

て
お
り
、
採
算
性
か
ら
使
用
を

見
合
わ
せ
て
い
る
農
家
も
多

い
」
と
話
し
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
発
生
土

へ
の
期
待
を
寄
せ
た
。

Ｐ
Ｓ
Ｉ
発
生
上
の
具
体
的
効

果
に
つ
い
て
は
、

「稲
中
の
ケ

イ
素
が
多
く
な
る
と
、
耐
腐
害

虫
性
、
強
風
に
対
す
る
耐
倒
伏

性
、
葉
の
蒸
発
散
が
活
発
に
な

る
こ
と
に
よ
る
耐
高
温
性
が
高

ま
る
。
ま
た
光
合
成
が
盛
ん
に

な
り
、
実
り
が
良
く
な
る
」
と

話
し
、
九
州
等
て
の
高
温
に
よ

る
米
の
収
量
減
へ
の
対
抗
策
て

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

高
崎
教
授
は
、
南
三
陸
で
の

カ
キ
の
養
殖
に
Ｐ
Ｓ
Ｉ
発
生
上

を
上
曇
に
詰
め
て
用
い
た
事
例

を
紹
介
。
発
生
土
に
よ
り
光
合

磯 村 会 長

粕谷課 長

高崎教授

成
が
活
発
化
し
、
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
増
加
。
ど
の
よ
う
な

原
因
て
海
生
植
物
が
活
性
化
し

た
か
に
つ
い
て
、
今
後
研
究
を

進
め
て
い
く
と
し
た
。

第
田
部
で
は
、
講
演
を
行

っ

た
３
氏
と
厚
生
労
働
省
の
粕
谷

明
博
水
道
課
長
を
交
え
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
。

そ
の
中
て
伊
藤
准
教
授
は
、

「発
生
上
に
は
農
業
的
有
用
成

分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
ケ

イ
酸
の
吸
着
と
施
用
の
し
や
す

さ
を
考
慮
し
、
発
生
土
を
造
粒

化
て
き
れ
ば
畑
作
に
も
活
用
て

き
る
」
と
要
望
。
ま
た
、
高
崎

教
授
は
、

「南
三
陸
て
は
、
海

の
荒
廃
に
合
わ
せ
て
地
域
社
会

も
低
迷
し
て
い
る
。
魚
礁
と
し

て
の
効
果
も
高
く
、
地
域
産
業

の
活
性
化
に
Ｐ
Ｓ
Ｉ
発
生
土
が

き

っ
か
け
と
な
れ
ば
」
と
期
待
。

粕
谷
課
長
は
、

「発
生
土
の

リ
サ
イ
ク
ル
が
求
め
ら
れ
る
時

代
」
と
話
し
、
各
種
の
取
組
み

に
関
心
を
寄
せ
た
。
吉
村
代
表

は
、

「
ケ
イ
酸
の
水
稲

へ
の
施

用
の
文
リ
ッ
ト
は
、
ま
さ
し
く

東
南
ア
ジ
ア
の
農
業
が
求
め
て

い
る
も
の
。
米
の
収
量
増
加
の

た
め
の
素
材
と
い
う
切
り

口

て
、
海
外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
必

要
」
と
話
し
た
。

会
場
と
の
質
疑
応
答
て
は
、

「複
数
の
事
業
体
の
共
同
購
入

に
よ
る
物
流
コ
ス
ト
減
」
「
住

民
と

一
体
と
な

っ
た
飲
料
水
や

農
業
を
考
え
る
地
域
作
り
」
等

に
注
目
が
集
ま

っ
た
。


